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WHO憲章 健康の概念 日本国憲法

●ＷＨＯの憲章における考え方
健康とは、肉体的 精神的社会的なすべての面において良好な状態であって、
単に （① 疾病）や病弱が存在しないという事ではない

●日本国憲法第（② 25 ）条、
すべての国民は文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
（③ 国 ）は、すべての生活部面について、社会福祉、（④ 社会保障 ）及び公衆衛生の向上
及び増進に努めなければならない。

●①強弱の関係があって、強者が弱者に対して理不尽なことをする場合に憲法が登場する。

国民は政府に（⑤ 憲法 ）を守らせる義務がある。

多数派（強者）の立場にいると憲法を意識することはない。意識するとすれば逆にうっとうしいと
感じるものだ。

特に、九条に関しては、日本の憲法は平和を（⑥ 人権 ）として主張したものだ。

そもそも憲法はそのときどきのムードで間違った判断をしないように、（⑦ 国家 ）や権力へ歯
止めを行うところに意味がある。

参考内容

『多数決で決めることは必要である。しかし、多数決で奪ってはならない価値もある。そのときど
きの多数決で奪ってはならないものを明文化したものが憲法である。

憲法とは国家権力を制限し、人権を保障するものである



Primary health care と Primary care
世界の健康の概念 その② Ｐ－４

１９７８年（S５３）Alma-Ata(カザフ共和国）で１３４カ国が参加
primary healthcareについての統一理念を （① アルマ・アタ宣言 ）として採択した。
医療の重要な基本条件は（②頭文字で PHC ）であるが、宣言ではさらに
進化させた。
いろいろな地域における保健活動をも含め、健康にかかわる総合的・包括的
活動の統一概念として、特に （③ 開発途上国 ）のために提唱された

Primary care 以下の基本的原則を踏まえた医療を言う
①初期医療が充分に行われる
②必要となればそれに引き続く医療が保証される
③その医療が患者の立場で行われる
プライマリヘルスケアは、地域に住む個人や家族にあまねく受け入れられる基本的
ヘルスケアのことで、それは住民の積極的参加とその国でまかなえる
（④ 費用 ）で運用されるものである。
プライマリヘルスケアは、それが核となって、構成されている国の（⑤ 保健システム ）
及び地域全般の社会経済開発などの一つの重要な必須部分をなすものと
定義されている
そして世界中の国々が協力してこの理念を導入・発展させ、維持するために
努力することを求めている



ヘルスプロモーション

●１９８６（S６１）カナダ
第一回ヘルスプロモーションに関する国際会議（WHO後援のもとで開催）

（① オタワ憲章 ）（１９８６年）によると、
『ヘルスプロモーションは人々が自らの健康をコントロールし、
（② 改善 ）するようにできる（③ プロセス ）である』と定義されている。

参加国３８・・・・ほとんど（④ 先進工業国 ）
当初、HPは先進国に対する戦略として開発された。
しかし現在では開発途上国、先進国を問わずPHCもHPも双方に必要不可欠と
なっている

● ヘルスプロモーションにおける３のステップ・５段階の進め方
企画Plan 実施Do 評価See

①（⑤ ニーズ ）の把握
②目的目標を決める
③目的達成の方法を考え（⑥ 計画 ）を作成
④実施
⑤実施した内容の （⑦ 評価 ）をする



設問・・ヘルスプロモーションは（① 健康問題 ）を解決し、自己実現を果たせるように
健康教育を（② 環境づくり ）からも支援することにある。
健康づくりは、個人を取り巻く環境を改善し、図の坂道の（③ 勾配を緩やか ）にして、
個人が健康問題を解決しやすくすることである



（日本の） 『国民健康づくり』に関する提言

• １９７９年 シルバーヘルスプラン ３５歳以上における中高年の労働者の健康づくり運動
を企業内で進める

• １９８８年 トータル・ヘルスプロモーション・プラン（THP）
• １９７８年 第一次国民健康づくり対策（１０年計画）

• １９８８年 第二次国民健康づくり対策（１０年計画） アクティブ８０ヘルスプラン

• １９９０年 高齢者保健福祉十カ年戦略（ゴールドプラン）

• １９９４年 新ゴールドプラン

• １９９９年 ゴールドプラン２１（今後５年間の高齢者保健福祉施策の方向）

• 健康日本２１（ ２１世紀における国民健康づくり運動 ）

（ ① ２０１０ ）年の達成を目指した健康づくり運動

この運動は生命の延長だけでなく、（② QOL ）を重要視すること、
生涯にわたる健康づくりの視点を取り入れている。

また （③ 数値目標 ）の設定による経営管理処方の導入、

環境作りの重視などが特徴



予防医学の概念

●予防の概念については（１９５８年）LeavellとClarkの提唱した
広義の概念が広く受け入れられている。
疾病の自然進行過程に応じて五つの段階の対策手段を示している
第一次予防

①健康増進 health promotion
②（② 特異的防御 ）

第二次予防
③（③早期発見 早期治療 ）
④機能喪失防止

第三次予防
⑤（④ リハビリテーション ）

●また、
総合(包括)保健（comprehensive health care）とは・・・・
健康を確保するためには、疾病の（⑤ 治療 ）、健康増進および
疾病予防、リハビリの３分野を統合して実施することが重要。
総合保健とはこれらの３分野を体系的に持続的に、
個人や集団に適用することを言う。



４、総合保健

総合保健を行う上では、健康の（① 精神 ）的・社会的側面に関する配
慮を忘れてはならない。

ＷＨＯは、１９８０年に疾病の社会的側面から、（ ② 障害 ）の予防の
概念を考慮した予防段階を提唱した

疾病
Ź Ŷ第一次予防
機能障害（impairment） 心理学的、生理学的、解剖学的な機能や

構造に欠陥や異常があること
Ź Ŷ第二次予防
能力障害(disability) 機能障害の結果として人間が本来

持っている行動力に制限や欠陥があること
Ź Ŷ第三次予防
（③ 社会的不利 ）(handicap) 機能障害や能力障害の結果として、

人間が本来持っている役割の遂行に制限
があったり、妨げられ不利益があること

回答候補・・・・社会的不利 障害 生涯 精神 物理 肉体



２）人口統計

• 人口静態調査

代表例）・・（① 国勢調査 ） 日本では、１９２０年（T９年）第一回目が実施
（② 五 ）年ごとに実施（１０年ごとの本調査）

• 人口動態調査

出生・死亡・（③ 死産 ）・婚姻・離婚に関する届出書（表２－１）

届出先は（④ 市町村 ） 届出期間は出生（１４日以内）死亡・死産（７日以内）

調査該当年の１月１日から１２月３１日までに発生したものを集計処理

３）人口構造

人口を構成している要素の性質や属性に従ってある標識を定めそれによって分類し
た結果を人口構造という。

①人口ピラミッド

男女別人口構造と（① 年齢別 ）人口構造を組み合わせて視覚的に捕らえやすくし
たもの

いくつかの型がある

②年齢別人口構造

年少人口－ （② )歳未満
生産年齢人口－（ ）歳以上（ ）歳未満

老年人口－ ６５歳以上

従属人口＝年少人口＋（③ 老年 ）人口



設問・・
●出生率が低く、このままでは将来人口が減少すると予想されるのは
（① つぼ ）型である

●多産多死または多産小死で人口増加が極めて高い。人口増加型とも
呼ばれ、発展途上国に良く見られるのは（② ピラミッド ）型である

●現在の日本は（③ つぼ ）型である





乳児死亡・新生児死亡

●（① 早期新生児死亡 ）・・・１W未満の死亡と定義

●新生児死亡・・ 生後 （② ４W ）未満

乳児の死亡は母体の健康状態・養育条件を強く受ける
ため、その地域の衛生状態や生活水準を反映する指標
と考えられる。 日本は低水準。

乳児・新生児とも死因の１位は （③ 先天奇形 ）

乳児死亡・・・生後１Y未満
●児童死亡

1～１４才までの死亡を言う
死亡順位の１位は・・・ （④ 不慮の事故 ）



設問・・・Ａに入る語句は（① 人口動態 ）統計
Ｂに入る語句は（② 周産期 ）死亡

Ａ

Ｂ



Ａ

設問・・・Ａは （① 悪性新生物 ）です
Ｂは （② 肺炎 ）です

●●●

●●●

A ●●●

B●●●



③生命表 平均寿命

生命表の概念・・・

作成したときの死亡状況が今後も続くと仮定して、将来、各年
齢群がどれくらい生きられるかを表したもの

これにより・・・・各年齢群がどれくらいになるか、何年生きられ
るかを予測する

（① ０ ）歳の平均余命を平均寿命という

女性の平均寿命が８７歳なら、現在５０歳の人の平均余命は

（② ３７ ）年です。



Ⅰ編 ４章 健康と環境

環境保健は、人間の健康と環境との関係を探求し、

両者にとってよりよい世界を構築し、疾病予防や健康の保持増進に

寄与する環境条件を見出していくことを目的としている。

設問・( )内に下段から適切な数字を入れなさい

●処理した方流水に関しては河川や海を汚染しないように水質検査が
行われる。下水とは（ ⑧ と ⑨ ）との事で、市街地の不要な水の総称です。

●放流下水の水質基準について以下について説明せよ。
BODとは、水中の有機物が（ ④ ）微生物により（ ⑦ ）される時に
消費される（ ⑫ ）量で、下水の( ① )を知るうえで重要な指標。

①汚染度 ②透明度 ③嫌気性 ④好気性 ⑤指標 ⑥還元
⑦酸化 ⑧雨水 ⑨汚水 ⑩工場水 ⑪汚物 ⑫酸素

⑬窒素 ⑭バクテリア




